大雪 森のガーデンでできること
誰もが楽しめるプレイグラウンド

 「大雪森のガーデン」は子供たちは年齢を問わず遊べるプレイグラウンド
工芸のワークショップ、世界クラスのシェフによって運営されるイタリア料理を提供するレストランを備えた、緑の空間です。

屋外で遊ぶ
　子供向けのアクティビティのほとんどは、「遊びの森」エリアで行うことができます。ここでのハイライトのひとつは、40mの木琴で、ボールを転がすことで「演奏」できるのです。「鳥の目になるテラス」は、大きな樹の幹の周りにつくられた高床式のウッドデッキです。訪問者はガーデンや森を散策できます。

森のアートと工芸
　ガラス張りのクラフトワークショップでは、訪れる人が庭で見つけた木や松ぼっくりなどの素材を使って小さなおもちゃやアートワークを作るのを手助けします。小さな蒸留機を使って「アロマウォーター」を作るワークショップは、年齢に関わらず誰でも楽しめるものです。このワークショップは、皆で森の中で松の枝葉やその他の蒸留する材料を集めるところから始まります。出来上がった香りの良い水は、大雪森のガーデンと北海道の特別でオリジナルな思い出の品になります。

丘の上での食事
　丘を登ると、世界的に有名なオーナーシェフ、三國清三が追求したハイレベルなイタリア料理を楽しめる「フラテッロ・ディ・ミクニ」があります。北海道生まれの三國シェフは北海道の各地から調達した食材を中心に活かしています。大雪山山脈を180度見渡す眺望も素晴らしく、4棟の豪華なコテージに隣接しています。
　フラテッロ・ディ・ミクニの自慢の品のひとつに、甘酒があります。この白く濁った甘い飲み物は、日本酒の製造時に残った酒粕を使って作られます。酒粕にはアルコールが一部残っていますが、製造の過程で蒸発するので、甘酒は子供でも飲むことができます。
甘酒は栄養価も高く、たんぱく質、ビタミン、アミノ酸、食物繊維などを含み、栄養価が高いのも甘酒の特長です。フラテッロ・ディ・ミクニのバージョンは、地元の新しい酒蔵の酒粕を使い、三國シェフの秘密のレシピで作られています。

プライベートでのパーティスポット
　家族で「森のリビング」エリアを予約することもできます。施設には、屋外キッチン、バー、大きなウッドデッキがあります。薪のオーブンは、ピザ、パン、その他の料理に最適です。ガーデンスペースは、バーベキューにぴったりの樹木豊かな環境で、まるで屋外のリビングルームのようです。

ユニバーサルアクセス
　大雪森のガーデンはユニバーサルアクセスのコンセプトを取り入れています。舗装された小道のほとんどには階段がなく、代わりに緩やかな傾斜が施され、車椅子や乳母車、幼児からシニアまで誰もがスムーズに移動することができます。
　このリンク[概要ページへのリンク]をクリックして、大雪森のガーデンについてのさらに詳しい情報に触れてみてください。




